
備 考

学位の分野：
経済学関係
理学関係
工学関係

連携協力研究科（Ⅰ）

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

人文社会芸術総合研究
科
[Graduate School of
Humanities, Arts, and
Social  Sciences]

富山市五福3190

2 46 - 92 修士（心理
学）
【Master of

Psychology】

修士（文学）
【Master of

Arts】

修士（芸術文
化学）
【Master of
Arts and

Design】

修士（経済
学）
【Master of

Economics】
修士（経営
学）
【Master of
Business
Administratio
n】

令和4年4月
第1年次

人文社会芸術総合専攻
[Department of
Humanities, Arts, and
Social  Sciences]

学位の分野：
文学関係
美術学関係
経済学関係

研究科等連係課程実施
基本組織
持続可能社会創成学環
[Graduate School of
Sustainability
Studies]

2 18 - 36 修士（学術）
【Master of
Social Data

Science】

修士（サステ
イナビリティ
学）
【Master of
Sustainabilit
y Science】

令和4年4月
第1年次

富山市五福3190

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝﾄﾔﾏﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

研究科等連係課程実施基本組織（研究科の設置）

富山大学大学院　（University of Toyama Graduate School）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

国立大学法人富山大学

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

　持続可能社会創成学環は，持続可能な社会の構築に必要な理工学及び社会科学の
学際的な理論及び学際的応用を教授研究し，その深奥を学び，高度の専門性が求め
られる職業を担うための深い学識，卓越した能力及び倫理観を培い，持続可能社会
の構築に貢献する人材の育成を目的とする。

大 学 の 目 的
　本学大学院は，学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を究め，又は高度の
専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い，文化の進
展に寄与することを目的とする。

基 本 計 画

事 項

富山県富山市五福３１９０

フ リ ガ ナ ﾄﾔﾏﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ

記 入 欄

新
設
学
部
等
の
概
要
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連携協力研究科（Ⅱ）

学位の分野：
理学関係
工学関係

人間発達科学部（廃止）　
　発達教育学科 （△80）
　人間環境システム学科 （△90）

人文科学研究科（廃止）
　人文科学専攻　 （△ 8)

人間発達科学研究科（廃止）
　発達教育専攻 （△ 6）
　発達環境専攻 （△ 6）

経済学研究科（廃止）
　地域・経済政策専攻 （△ 6）
　企業経営専攻 （△12）

芸術文化学研究科（廃止）
　芸術文化学専攻 （△ 8）

医学薬学教育部
　医科学専攻（廃止） （△15）
　看護学専攻（廃止） （△16）
　薬科学専攻（廃止） （△35）

理工学教育部
　数学専攻（廃止） （△ 8）
　物理学専攻（廃止） （△12）
　化学専攻（廃止） （△12）
　生物学専攻（廃止） （△12）
　地球科学専攻（廃止） （△10）
　生物圏環境科学専攻（廃止） （△10）
　電気電子システム工学専攻（廃止） （△33）
　知能情報工学専攻（廃止） （△27）
　機械知能システム工学専攻（廃止） （△33）
　生命工学専攻（廃止） （△18）
　環境応用化学専攻（廃止） （△22）
　材料機能工学専攻（廃止） （△20）

○設置
[学部]
　教育学部共同教員養成課程　　　　　　　　（85）  （令和3年9月届出予定）

富山市五福3190

2 288 - 576 修士（理学）
【Master of
Science】

令和4年4月
第1年次

修士（工学）
【Master of
Engineering】

修士（理工
学）
【Master of
Science and
Engineering】

10 - 20

修士（数理情
報学）
【Master of
Mathematical
Informatics】

人文社会芸術総合専攻
から持続可能社会創成
学環の内数とする入学
定員数

8 - 16

理工学研究科
[Graduate School of
Science and
Engineering]

○学生募集の停止

計 - - -

理工学専攻から持続可
能社会創成学環の内数
とする入学定員数

新
設
学
部
等
の
概
要

理工学専攻
[Studies in  Science
and Engineering]

同一設置者内における
変更状況

（定員の移行，
名称の変更等）
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[大学院]
（46） （令和3年8月届出予定）

　総合医薬学研究科 総合医薬学専攻（M) （66） （令和3年8月届出予定）
　理工学研究科 理工学専攻（M) （288） （令和3年8月届出予定）

　持続可能社会創成学環（M) （18） （令和3年8月届出予定）
　医薬理工学環（M) （37） （令和3年8月届出予定）

○名称変更
令和4年4月名称変更予定

　　理学部
生物圏環境科学科　→　自然環境科学科

○入学定員変更
人文学部

　　人文学科[定員増] （18） （令和4年4月）

　経済学部
　　経済学科[定員増] （15） （令和4年4月）
　　経営学科[定員増] （ 8） （令和4年4月）
　　経営法学科[定員増] （ 7） （令和4年4月）

　理学部
　　数学科[定員減] （△5） （令和4年4月）
　　生物学科[定員増] （ 3） （令和4年4月）
　　生物圏環境科学科[定員増] （ 5） （令和4年4月）

　薬学部
　　薬学科[定員増] （15） （令和4年4月）
　　創薬科学科[定員減] （△15） （令和4年4月）

　工学部
　　工学科[定員増] （15） （令和4年4月）

　都市デザイン学部
　　都市・交通デザイン学科[定員増] （14） （令和4年4月）
　　材料デザイン工科[定員増] （ 5） （令和4年4月）

（注）
＜＞の中の数は
研究科等連係課
程実施基本組織
のみに従事する
専任教員。
【】の中の数は
研究科等連係課
程実施基本組織
と連係協力研究
科等を兼ねる専
任教員。

教

員

組

織

の

概

要

計助教

人 人 人 人

0

専任教員等

教育
課程

86 科目

新設学部等の名称
講義

講師
学　部　等　の　名　称

教授 准教授

26

実験・実習

69科目

演習

 30 単位

兼 任
教 員 等助手

開設する授業科目の総数

（29） （339） 0（38）

既

設

分

【9】

（93） （63） （17） （29） （202） （0）

(18) (11) (2) (3) (34)

研究科等連係課程実施基本組織
持続可能社会創成学環（修士課程）

連係協力研究科(Ⅰ)
　人文社会芸術総合研究科
　 人文社会芸術総合専攻
連係協力研究科(Ⅱ)
　理工学研究科 理工学専攻

(18) (11) (2) (3)

人 人 人

＜1＞
【2】
（3）

＜5＞
【29】
（34）

＜0＞
【0】
（0）

＜0＞
【39】
（39）

【1】 【2】 【0】

200 0 33

【9】

（21） (0) （137） (0) （26）（66） （50）

（113）

理工学研究科
　理工学専攻

人文社会芸術総合研究科
　人文社会芸術総合専攻

63 17 29

【5】

(34) (0) （39）
計

18 11 2 3 34 0 39

2 3 34 0 39

（59）

91

同一設置者内における
変更状況

（定員の移行，
名称の変更等）

（33）

157 113 38 29 337 0 59

137 0

【21】

計

【8】 【0】 【0】 【0】 【8】 【0】 【4】
※令和3年8月設
置届出予定

※令和3年8月設
置届出予定

　人文社会芸術総合研究科 人文社会芸術総合専攻（M)

新

設

分

＜1＞
【17】
（18）

＜2＞
【9】
（11）

＜1＞
【1】
（2）

66 50 21

持続可能社会創成学環 7 科目  162科目

計
卒業要件単位数

合 計

（159）

(0) （39）

18 11
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国費による

― ―

― ― ― ― ― ―

図 書 館 専 門 職 員

(22)

1,374

(112)

事 務 職 員

(1,374)

（442）

18

955

34

0

― ― ―

18,448

（　　228,130　㎡）

105,572　㎡

〔うち外国書〕

冊

―

― ―

379　  　人 442      人

（63）

講義室 演習室

専　　用

21　室

（23,029〔7,203〕）
計

1,346,198〔424,333〕 0

室

室　　　数

3　室

点

標本

第２年次

（　0　）

37

（15,147〔13,627〕）

第１年次

設 備 購 入 費

体育館
体育館以外のスポーツ施設の概要

623,713　㎡

第４年次 第５年次

―

新設学部等の名称

学術雑誌

（　37　）

18,448

図書

教室等

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

―

第３年次

―　千円

第１年次 第６年次

―　千円

第２年次

―　千円

37

989

-     ㎡

共　　用

点

(1,486)

105,572　㎡

18

（18）

37

112 1,486

（37）

校　　　舎

（　　228,130　㎡）

131　室

専　　任 兼　　任 計

共　　用

職　　　種

計

区　　　分

-     ㎡

518,141　㎡

23,029〔7,203〕

（989）

713,622　㎡

-     ㎡518,141　㎡

合 計

228,130　㎡

計

228,130　㎡

89,909　㎡89,909　㎡

-     ㎡-     ㎡

-     ㎡

653　室

-     ㎡

238　室

（　　　　-　㎡）

-     ㎡

（　　　　-　㎡）

情報処理学習施設実験実習室

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

（15）

15

(379)

(955)

専　　用

計

（34）

（0）

34

(18)

0

22

63　　 　人

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

共用する他の
学校等の専用

運 動 場 用 地

-     ㎡

-     ㎡623,713　㎡

713,622　㎡

（補助職員0人）

研究科単位での
特定不能なた
め、大学全体の
数

大学全体
1,056,750

（　0　）

第５年次 第６年次

プ ー ル ・ テ ニ ス コ ー ト

種

〔うち外国書〕

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

―

―　千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

点

機械・器具視聴覚資料

経費
の見
積り

小 計

語学学習施設

（18,448）

（18,448） （　37　）

―

新設学部等の名称

〔うち外国書〕

大学全体

（1,346,198〔424,333〕）

1,346,198〔424,333〕

（1,346,198〔424,333〕）

15,147〔13,627〕

（15,147〔13,627〕）

23,029〔7,203〕

（23,029〔7,203〕）

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

15,147〔13,627〕

（補助職員14人）

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

1,512
図書館

面積

―

― ― ―

7,112　㎡

区　分

面積

13,840　㎡

弓 道 場 ・ 武 道 館

― ―

―　千円

学生納付金以外の維持方法の概要

―　千円

第３年次 第４年次開設前年度

学生１人当り
納付金

電子ジャーナル

― ― ―

持続可能社会創成学環

-     ㎡

そ の 他

-     ㎡

共用する他の
学校等の専用

基本計画書－4



※平成30年度よ
り学生募集停止

- 40 1.00 平成30

倍

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

4 10

4

学士
（経済学）

学士
（経営学）

学士
（法学）

1.03

富山大学

修業
年限

学位又
は称号

　工学科 4 365
3年次
17

1,494
学士

（工学）
1.02 平成30

工学部 1.02
富山県富山市五福

3190番地

　薬学科 6 55 - 330
学士

（薬学）
1.04 平成18

　創薬科学科 4 50 - 200
学士

（薬科学）
1.05 平成18

薬学部 1.03
富山県富山市杉谷

2630番地

　医学科 6 105
2年次

5
655

学士
（医学）

1.00 昭和50

　看護学科 4 80
3年次
10

340
学士

（看護学）
1.00 平成5

　地球科学科 4 - - - - 昭和52

学士
（理学）

1.05 平成5

医学部 1.00
富山県富山市杉谷

2630番地

学士
（理学）

　生物圏環境科学科 4 30
3年次

1
122

　物理学科 1.06 昭和52

　化学科 4 35
3年次

1
142 1.05 昭和52

　生物学科 4 35
3年次

1
142 1.05 昭和52

学士
（理学）

4 40
3年次

1
162

学士
（理学）

学士
（理学）

1.04
富山県富山市五福

3190番地

　数学科
学士

（理学）
1.02 昭和52

理学部

4 50 - 200

3年次
2

344
学士

（法学）

学士
（経済学）

4 85　経営法学科

　経営学科

（夜間主コース）

　経済学科 4 10 - 40 1.07

1.02

　経営法学科

　経済学科 4 120
3年次

4
488 1.04 平成30

学士
（経営学）

1.01 平成30

1.01 平成30

経済学部 -
富山県富山市五福

3190番地

1.02 平成17

1.05 平成17320

4 90 - 360

1.03
富山県富山市五福

3190番地

4

人文学部

年 人 年次
人

人

昭和52

1.04
富山県富山市五福

3190番地

　人文学科

大 学 の 名 称

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学 部 等 の 名 称

学士
（文学）

170
3年次

7
694

平成30

　経営学科 4 10 - 40 1.02 平成30

　人間環境システム学科
学士

（教育学）

人間発達科学部

100
3年次

4
408

学士
（教育学）

　発達教育学科 4 80 -

（昼間主コース）

1.04

既
設
大
学
等
の
状
況

既
設
大
学
等
の
状
況

基本計画書－5



※平成30年度よ
り学生募集停止

※平成30年度よ
り学生募集停止

※平成30年度よ
り学生募集停止

※平成30年度よ
り学生募集停止

※平成30年度よ
り学生募集停止

※平成30年度よ
り学生募集停止

　先端ナノ・バイオ科学専攻 3 4 - 12
博士

（薬科学、理学
又は工学）

0.25 平成18 同上

　認知・情動脳科学専攻 4 9 - 36
博士

（医学）
0.62 平成18

富山県富山市杉谷
2630番地

　生体情報システム科学専攻 3 4 - 12
博士

（薬科学、理学
又は工学）

0.50 平成18
富山県富山市五福

3190番地

生命融合科学教育部 0.57

（博士課程）

　芸術文化学専攻 2 8 - 16
修士

(芸術文化学)
1.24 平成23

芸術文化学研究科 1.24
富山県高岡市二上

町180番地

（修士課程）

　企業経営専攻 2 12 - 24
修士

（経営学）
0.91 平成3

（修士課程）

　地域・経済政策専攻 2 6 - 12
修士

（経済学）
0.83 平成3

経済学研究科 0.88
富山県富山市五福

3190番地

　発達教育専攻 2 6 - 12
修士

（教育学）
0.58 平成23

　発達環境専攻 2 6 - 12
修士

（教育学）
1.08 平成23

人間発達科学研究科 0.83
富山県富山市五福

3190番地

（修士課程）

　人文科学専攻 2 8 - 16
修士

（文学）
0.93 平成23

人文科学研究科 0.93
富山県富山市五福

3190番地

（修士課程）

大学全体 - 1,770 56 7,527 - - -

　材料デザイン工学科 4 60
3年次

2
244

学士
（工学）

1.08 平成30

　地球システム科学科 4 40 - 160
学士

（理学）
1.01 平成30

　都市・交通デザイン学科 4 40
3年次

1
162

学士
（工学）

1.04 平成30

都市デザイン学部 1.04
富山県富山市五福

3190番地

芸術文化学部 1.04
富山県高岡市二上

町180番地

　芸術文化学科 4 110 - 440
学士

(芸術文化学)
1.04 平成17

　材料機能工学科 4 - - -
学士

（工学）
- 平成20

　生命工学科 4 - - -
学士

（工学）
- 平成20

　環境応用化学科 4 - - -
学士

（工学）
- 平成20

　知能情報工学科 4 - - -
学士

（工学）
- 平成9

　機械知能ｼｽﾃﾑ工学科 4 - - -
学士

（工学）
- 平成9

　電気電子ｼｽﾃﾑ工学科 4 - - -
学士

（工学）
- 平成9

既
設
大
学
等
の
状
況
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（専門職学位課程）

　教職実践開発専攻 2 14 - 28
教職修士
(専門職）

1.03 平成28

大学院全体 - 416 - 943 - - - -

教職実践開発研究科 1.03
富山県富山市五福

3190番地

　新エネルギー科学専攻 3 3 - 9 博士
（理学又は工学）

0.88 平成18

　地球生命環境科学専攻 3 4 - 12 0.91 平成18博士
（理学又は工学）

　数理・ヒューマンシステム科学専攻 3 5 - 15 博士
（理学又は工学）

1.66 平成18

　ナノ新機能物質科学専攻 3 4 - 12 博士
（理学又は工学）

1.66 平成18

（博士課程） 1.33

　環境応用化学専攻 2 22 - 44
修士

（工学）
1.09 平成24

　材料機能工学専攻 2 20 - 40
修士

（工学）
1.60 平成24

　機械知能システム工学専攻 2 33 - 66
修士

（工学）
1.52 平成18

　生命工学専攻 2 18 - 36
修士

（工学）
1.10 平成24

　電気電子システム工学専攻 2 33 - 66
修士

（工学）
1.19 平成18

　知能情報工学専攻 2 27 - 54
修士

（工学）
1.60 平成18

　地球科学専攻 2 10 - 20
修士

（理学）
1.05 平成18

　生物圏環境科学専攻 2 10 - 20
修士

（理学）
1.20 平成18

　化学専攻 2 12 - 24
修士

（理学）
1.37 平成18

　生物学専攻 2 12 - 24
修士

（理学）
1.41 平成18

　数学専攻 2 8 - 16
修士

（理学）
0.93 平成18

　物理学専攻 2 12 - 24
修士

（理学）
0.91 平成18

理工学教育部 1.29
富山県富山市五福

3190番地

（修士課程） 1.30

　薬学専攻 4 4 - 16
博士

（薬学）
0.25 平成24

　生命・臨床医学専攻 4 18 - 72
博士

（医学）
0.97 平成18

　東西統合医学専攻 4 7 - 28
博士

（医学）
0.42 平成18

　薬科学専攻 3 8 - 24
博士

（薬科学）
1.08 平成24

（博士課程） 0.73

（博士後期課程） 1.03

　看護学専攻 3 3 - 9
博士

（看護学）
0.88 平成27

　看護学専攻 2 16 - 32
修士

（看護学）
0.40 平成27

　薬科学専攻 2 35 - 70
修士

（薬科学）
1.28 平成22

　医科学専攻 2 15 - 30
修士

（医科学）
0.19 平成18

（博士前期課程） 1.00

医学薬学教育部 0.81
富山県富山市杉谷

2630番地

（修士課程） 0.19

既
設
大
学
等
の
状
況
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名　称： 附属病院
目　的： 診療を通じて医学，薬学の教育及び研究を行うことを目的とする。
所在地： 富山市杉谷2630
設置年月： 昭和54年４月
規模等： 建物　45,302㎡

名　称： 和漢医薬学総合研究所
目　的： 和漢薬に関する学理及びその応用の研究を行うことを目的とする。

所在地： 富山市杉谷2630

設置年月： 昭和49年６月（富山大学附置和漢薬研究所）

昭和53年６月（富山医科薬科大学附置和漢薬研究所）

規模等： 建物　3,486㎡

名　称： 附属図書館
目　的：

所在地： （中央図書館）富山市五福3190

（医薬学図書館）富山市杉谷2630

（芸術文化図書館）高岡市二上町１８０

設置年月： （中央図書館）昭和24年５月

（医薬学図書館）昭和50年10月

（芸術文化図書館）昭和62年３月

規模等： （中央図書館）　4,557㎡

（医薬学図書館）　3,285㎡

（芸術文化図書館）　966㎡

名　称： 教育・学生支援機構

目　的：

所在地： 富山市五福3190

設置年月： 平成27年４月

規模等： 建物　多目的施設・学生会館　2,996㎡の一部

名　称： 研究推進機構

目　的：

所在地： 富山市五福3190、富山市杉谷2630

設置年月： 平成27年４月

規模等： 建物　15,655㎡

名　称： 地域連携推進機構

目　的：

所在地： 富山市五福3190、富山市杉谷2630、高岡市二上町１８０

設置年月： 平成20年７月
規模等： 建物　769㎡

名　称： 国際機構

目　的：

所在地： 富山市五福3190

設置年月： 平成11年４月（留学生センター）

平成25年10月（国際交流センター）

平成30年４月（国際機構）

規模等： 建物　380㎡

名　称： 総合情報基盤センター

目　的：

所在地： 富山市五福3190

設置年月： 平成８年５月（総合情報処理センター）

平成15年４月（総合情報基盤センター）

規模等： 建物　3,296㎡

大学の理念・目標に基づき，教育及び研究に必要な図書，雑誌，デー
タベースその他の資料を収集し，管理し，職員及び学生の利用に供す
ることを目的とする。

アドミッションポリシーで求める人材の確保、教育の質保証及び教育
の質の向上並びに学生の充実した修学・生活環境の構築を図るために
必要な全学的な施策の推進、調整、支援及び諸課題への対応を総合的
に行い、もって人材の育成に寄与する。

富山大学における特色ある研究の推進と、多様な分野での研究の推進
を支援するとともに、世界と地域に向けて研究成果を発信し、将来を
担う人材の育成に寄与する。

社会人教育による市民生活の充実及び地域課題解決への先導的役割等
を果たすとともに、地域社会と連携する中核拠点としての機能を果た
すことにより、地域社会の発展に寄与する。

国際化推進に係る事業を統括支援し、大学の国際化を推進することを
目的としている。

大学における情報通信、情報処理及び情報共有のためのシステムを円
滑かつ効率的に運用管理し、教育研究及びその他の諸活動を支援する
とともに、地域社会の発展に資することを目的とする。

附属施設の概要

附属施設の概要
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名　称： 環境安全推進センター

目　的：

所在地： 富山市五福3190

設置年月： 平成26年４月

規模等： 建物　459㎡

名　称： 自然観察実習センター

目　的：

所在地： 富山市寺町字草山2639-1

設置年月： 昭和56年７月

規模等： 土地　33,208㎡

名　称： 保健管理センター

目　的：

所在地： 富山市五福3190、富山市杉谷2630、高岡市二上町１８０

設置年月： 平成17年10月

規模等： 建物　941㎡

名　称： 人間発達科学部附属小学校

目　的：

所在地： 富山市五艘1300

設置年月： 昭和26年４月（教育学部附属小学校）

平成17年10月（人間発達科学部附属小学校）

規模等： 建物　4,870㎡

名　称： 人間発達科学部附属中学校

目　的：

所在地： 富山市五艘1300

設置年月： 昭和26年４月（教育学部附属中学校）

平成17年10月（人間発達科学部附属中学校）

規模等： 建物　7,845㎡

名　称： 人間発達科学部附属幼稚園

目　的：

所在地： 富山市五艘1300

設置年月： 昭和26年４月（教育学部附属幼稚園）

平成17年10月（人間発達科学部附属幼稚園）

規模等： 建物　978㎡

名　称： 人間発達科学部附属特別支援学校

目　的：

所在地： 富山市五艘1300

設置年月： 昭和51年４月（教育学部附属養護学校）

平成17年10月（人間発達科学部附属養護学校）

平成19年10月（人間発達科学部附属特別支援学校）

規模等： 建物　3,655㎡

環境配慮活動及び安全衛生の推進、薬品管理、排水管理、廃棄物管
理、作業環境管理、作業管理及びその指導・助言を行い、教育研究等
に伴う環境に配慮した活動を推進することを目的とする。

大学の共同教育研究施設として野外教育（自然観察・栽培等）の実習
に利用すること及び本学の関連領域における教育・研究などの材料を
育成管理し，提供することを目的とする。

富山大学における保健管理及び健康支援、これに関する研究及び教育
を一体的に行い、学生及び職員の心身の健康の保持増進を図ることを
目的とする。

義務教育として行われる普通教育を施すとともに、人間発達科学部に
附属する教育研究の機関として、学部における児童の教育に関する研
究に協力し、学部の計画に基づき学生の教育実習の実施に当たる他、
教育の理論と実践についての先進的な研究に取り組み、その成果を公
開する。

義務教育として行われる普通教育を施すとともに、人間発達科学部に
附属する教育研究の機関として、学部における生徒の教育に関する研
究に協力し、学部の計画に基づき学生の教育実習の実施に当たる他、
教育の理論と実践についての先進的な研究に取り組み、その成果を公
開する。

幼児の保育を行うとともに、人間発達科学部に附属する教育研究の機
関として、学部における幼児の保育に関する研究に協力し、学部の計
画に基づき学生の教育実習の実施に当たる他、教育の理論と実践につ
いての先進的な研究に取り組み、その成果を公開する。

知的障害に係る特別支援教育を施すとともに、人間発達科学部に附属
する教育研究の機関として、学部における児童及び生徒の教育に関す
る研究に協力し、学部の計画に基づき学生の教育実習の実施に当たる
他、教育の理論と実践についての先進的な研究に取り組み、その成果
を公開する。

附属施設の概要
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名　称： 人間発達科学部附属人間発達科学研究実践総合センター

目　的：

所在地： 富山市五福3190

設置年月： 昭和57年４月（教育学部附属教育実践研究指導センター）

平成17年10月（人間発達科学部附属人間発達科学研究実践総合センター）

規模等： 建物　531㎡

名　称： 薬学部附属薬用植物園

目　的： 薬用植物を栽培し，学術研究及び教育に資することを目的とする。

所在地： 富山市杉谷2630

設置年月： 昭和54年６月（富山医科薬科大学薬学部附属薬用植物園）

規模等： 土地　13,334㎡

教育臨床・学習環境・教育工学・環境教育の4つの部門からなり、人間
発達科学部、他学部、他大学、学校、教育機関、生涯学習施設、企業
などと連携しながら研究プロジェクトを推進し、教育実践及び教育臨
床に関する理論的，実践的並びに学際的研究を総合的に行う。
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

研究倫理 1①・1③ 1 ○ 兼4
オムニバス・

メディア

科学技術と持続可能社会 1①・1③ 1 ○ 3 1 1 兼4
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

地域共生社会特論 1② 1 ○ 兼1

1② 1 ○ 兼6
オムニバス・

メディア

アート・デザイン思考 1②・1④ 1 ○ 兼6
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

英語論文作成 I 1①・1③ 1 ○ 兼2 共同（一部）

英語論文作成 II 1②・1④ 1 ○ 兼2 共同（一部）

データサイエンス特論 1①・1③ 1 ○ 1 1 兼6
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

大学院生のためのキャリア形成 1①・1③ 1 ○ 1 兼1
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

知的財産法 1②・1④ 1 ○ 兼3
オムニバス・

メディア

－ 2 8 5 2 0 1 0 兼29

持続可能社会創成学概論 1① 1 ○ 7 1 オムニバス

１② 1 ○ 5 6 2 3
オムニバス

共同（一部）

サステイナビリティ環境科学 1③ 1 ○ 2 3 1 2 オムニバス

サステイナビリティ国際政治経済学 1④ 1 ○ 2 2 オムニバス

デザイン思考 1① 1 ○ 1

アントレプレナーシップ論 1② 1 ○ 1

インターンシップ 1② 1 ○ 1

－ 1 6 10 7 2 3 0

線形代数特論 1① 1 ○ 1

数理統計学特論 I 1① 1 ○ 兼1

数理統計学特論 II 1② 1 ○ 兼1

情報科学特論 1① 1 ○ 1 兼1 オムニバス

サイバーフィジカルシステム特論 1② 1 ○ 1

情報センシング特論 1① 1 ○ 1

－ 6 0 2 1 0 0 0 兼2

最適化問題特論 1② 1 ○ 1

時系列解析特論 1② 1 ○ 1

確率過程特論 1③ 1 ○ 兼1

機械学習特論 I 1③ 1 ○ 兼1

機械学習特論 II 1④ 1 ○ 兼1

空間統計特論 I 1③ 1 ○ ※ 1 ※演習

空間統計特論 II 1④ 1 ○ ※ 1 1
オムニバス

※演習

テキストマイニング特論 1④ 1 〇 兼1

計量経済学特論 I 1① 1 ○ 1

計量経済学特論 II 1② 1 ○ 1

社会データサイエンス特論演習A 1③ 1 ○ 1 1

社会データサイエンス特論演習B 1③ 1 ○ 1

小計（12科目） - 0 12 0 3 3 0 0 0 兼3

【都市デザイン学系】

都市・地域計画特論 1③ 1 ○ 兼1

持続可能な社会に資する交通特論 1④ 1 ○ 1

自然災害学特論 1③ 1 ○ 1 兼1 オムニバス

実
践
科
目

学
環
専
門
科
目
（

社
会
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

基
盤
科
目

ド
メ
イ
ン
科
目

大
学
院
共
通
科
目 研究者としてのコミュニケーション：

基礎と応用

小計（ 10科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（持続可能社会創成学環）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

小計（ 6科目） -

小計（ 7科目） -

-

備考

学
環
共
通
科
目

文化の多様性と持続可能社会

教育課程等の概要 - 1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

災害情報学特論 1④ 1 ○ 1

数値シミュレーション特論 1③ 1 ○ 1

都市・建築環境特論I 1③ 1 ○ 1

都市・建築環境特論II 1④ 1 ○ 兼1

都市・建築設備特論I 1③ 1 ○ 1

都市・建築設備特論II 1④ 1 ○ 兼1

【社会科学系】

地域社会学特論Ⅰ 1① 1 〇 兼1

地域社会学特論II 1② 1 〇 兼1

経営学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

経営学特論II 1② 1 ○ 1

現代経済理論特論Ⅰ 1① 1 ○ 兼1

現代経済理論特論II 1② 1 ○ 兼1

応用計量経済学特論 I 1① 1 ○ ※ 1 ※演習

応用計量経済学特論 II 1② 1 ※ ○ 1 ※講義

金融の計量経済分析特論Ⅰ 1③ 1 ○ 兼1

金融の計量経済分析特論 II 1④ 1 ○ 兼1

数理計画法特論 I 1③ 1 ○ 兼1

数理計画法特論 II 1④ 1 ○ 兼1

財政学特論 I 1① 1 ○ 1

財政学特論 II 1② 1 ○ 1

社会調査法特論 I 1① 1 ○ ※ 1 ※演習

社会調査法特論 II 1② 1 ○ ※ 1 ※演習

オペレーションズ・リサーチ特論 I 1③ 1 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ特論 II 1④ 1 ○ 1

－ 0 27 6 3 0 0 0 兼7

社会データサイエンス特別演習Ⅰ 1通 1 〇 5 5

社会データサイエンス特別演習 II 2通 1 〇 5 5

社会データサイエンス特別研究Ⅰ 1通 1 〇 5 5

社会データサイエンス特別研究 II 2通 1 〇 5 5

－ 4 0 0 5 5 0 0 0

1① 1 ○ 3 1 オムニバス

1② 1 ○ 3 オムニバス

1④･2④ 1 ○ 1 1 共同

1③ 1 ○ 2 1 1
オムニバス

共同（一部）

－ 4 6 3 1 1 0

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

経営学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

経営学特論II 1② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

財政学特論 I 1①･2① 1 ○ 1

財政学特論 II 1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 兼1

環境産業特論 Ⅰ 1①･2① 1 ○ 1

環境産業特論 II 1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

実
践
科
目

特
別
研
究

学
環
専
門
科
目
（

グ
ロ
ー

バ
ル
S
D
G
s
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

ド
メ
イ
ン
科
目

学
環
専
門
科
目
（

社
会
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

グローバリゼーション特論 II

小計（４科目） －

小計(27科目） －

小計（ 4科目）

国際私法特論Ⅰ

気候変動解析学

水環境計測特論 I

水環境計測特論 II

水環境計測特論 III

－

持続可能性・政治・法律

サステイナビリティ法政策学

移民研究特論

境界研究特論

グローバリゼーション特論 I

サステイナビリティ環境理学基礎

アカデミックライティング・コミュニ
ケーション特論

サステイナビリティデータ解析・GIS演習

サステイナビリティ経済学基礎

基
盤
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1④･2④ 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1②･2② 2 ○ 5 6 2 3  共同・集中

1②･2② 2 ○ 1 1 1  共同・集中

高低差4000mの共生社会実習 1②･2② 1 ○ 5 3
オムニバス共

同・集中

1･2通 1 ○ 5 6 2 3

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

財政学ゼミナール I 1①･2① 1 ○ 1

財政学ゼミナール II 1②･2② 1 ○ 1

公共経済学ゼミナール I 1③･2③ 1 ○ 1

公共経済学ゼミナール II 1④･2④ 1 ○ 1

環境産業ゼミナールⅠ 1①･2① 1 ○ 1

環境産業ゼミナール II 1②･2② 1 ○ 1

環境経済学ゼミナールⅠ 1③･2③ 1 ○ 1

環境経済学ゼミナール II 1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

実
践
科
目

学
環
専
門
科
目
（

グ
ロ
ー

バ
ル
S
D
G
s
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

移民研究ゼミナール II

植物生産学特論

総合病害虫管理学

グローバルSDGs海外実践実習

グローバルSDGs海外英語実習

短期SDGsインターンシップ

水環境計測特論 IV

化学海洋学

火山地震化学

サステイナビリティ物理学特論：エネ
ルギーと計測技術

植物生態学特論

保全生物学特論

国際政治学ゼミナール

環境化学計測ゼミナール I

環境化学計測ゼミナール II

水処理化学ゼミナール I

水処理化学ゼミナール II

グローカル政治経済学ゼミナール

地球市民社会ゼミナール

グローバリゼーションゼミナール

気候変動解析学ゼミナール I

環境法ゼミナール

国際環境法ゼミナール

環境政策学ゼミナール

産業法・特許制度ゼミナール

移民研究ゼミナール I

境界研究ゼミナール I

境界研究ゼミナール II

組織と人材のマネジメントゼミナール I

組織と人材のマネジメントゼミナール  II

人材開発政策ゼミナール I

人材開発政策ゼミナール II

同位体地球化学ゼミナール I

同位体地球化学ゼミナール II

水環境計測ゼミナール I

水環境計測ゼミナール II

土壌環境計測ゼミナール I

土壌環境計測ゼミナール II

化学海洋学ゼミナール I

化学海洋学ゼミナール II

水圏化学ゼミナール I

水圏化学ゼミナール II

環境物理学ゼミナール I

気候変動解析学ゼミナール II
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

1①･2① 1 ○ 1

1②･2② 1 ○ 1

1③･2③ 1 ○ 1

1④･2④ 1 ○ 1

－ 0 87 0 7 6 2 3 0 兼1

1①･1②･1
③･1④

2 ○ 7 5

1②･1③･1
④･2①

2 ○ 7 5

1③･1④･2
①･2②

2 ○ 7 5

1④･2①･2
②･2③

2 ○ 7 5

2②･2④ 2 ○ 7 5

1①･1③ 2 ○ 7 5

2②･2④ 2 ○ 7 5

－ 0 14 0 7 5 0 0 0

－ 17 154 0 18 11 2 3 0 兼39

学
環
専
門
科
目
（

グ
ロ
ー

バ
ル
S
D
G
s
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

合計（162科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

（社会データサイエンスプログラム）
大学院共通科目から必修科目２単位選択科目２単位以上，学環共通科目から必修
科目１単位選択科目３単位以上，学環専門科目の基盤科目及び特別研究から必修
科目１０単位，実践科目及びドメイン科目から選択科目１２単位以上，合計３０
単位以上修得し，修士論文の審査に合格した場合に学位を授与する。
なお，学環専門科目の選択科目のうち，実践科目から８単位以上, ドメイン科目
から４単位以上を選択必修とする。

（グローバルSDGsプログラム）
大学院共通科目から必修科目２単位選択科目２単位以上，学環共通科目から必修
科目１単位選択科目３単位以上，学環専門科目の基盤科目から必修科目４単位，
実践科目及び特別研究から選択科目１８単位以上，合計３０単位以上修得し，修
士論文の審査に合格した場合に学位を授与する。
なお，学環専門科目の実践科目のうち，グローバルSDGs海外実践実習，グローバ
ルSDGs海外英語実習，高低差4000ｍの共生社会実習，短期SDGsインターンシップ
から１単位以上を選択必修とする。特別研究のうち，先端研究トラック（合計１
０単位）又は実践研究トラック（合計４単位）のいずれかを選択必修とする。

学位又は称号
修士（学術）
修士（サステイナビリティ
学）

学位又は学科の分野 経済学関係，理学関係，工学関係

１学年の学期区分 4学期

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間 90分

－

小計（ 85科目） －

特
別
研
究

先端研究トラック
　サステイナビリティ先端研究 I

先端研究トラック
　サステイナビリティ先端研究 II

先端研究トラック
　サステイナビリティ先端研究 III

先端研究トラック
　サステイナビリティ先端研究 IV

先端研究トラック
　サステイナビリティ先端研究 V

実践研究トラック
　サステイナビリティ実践研究 I

実践研究トラック
　サステイナビリティ実践研究 II

実
践
科
目

小計（ 7科目）

植物分子遺伝学ゼミナール I

植物分子遺伝学ゼミナール II

共生機能科学ゼミナール I

共生機能科学ゼミナール II

総合病害虫管理学ゼミナール I

総合病害虫管理学ゼミナール II

植物生態学ゼミナール

森林生態管理学ゼミナール

高山生態学ゼミナール

保全生物学ゼミナール

作物遺伝学ゼミナール I

作物遺伝学ゼミナール II

環境物理学ゼミナール II

量子エレクトロニクスゼミナール I

量子エレクトロニクスゼミナール II
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1①・1③ 1 ○ 兼4
オムニバス・

メディア

科学技術と持続可能社会 1①・1③ 1 ○ 2 兼7
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

地域共生社会特論 1② 1 ○ 兼1

研究者としてのコミュニケーション：基礎と応用 1② 1 ○ 2 1 兼3
オムニバス・

メディア

アート・デザイン思考 1②・1④ 1 ○ 1 1 4
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

英語論文作成Ⅰ 1①・1③ 1 ○ 兼2 共同（一部）

英語論文作成Ⅱ 1②・1④ 1 ○ 兼2 共同（一部）

データサイエンス特論 1①・1③ 1 ○ 1 兼7
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

大学院生のためのキャリア形成 1①・1③ 1 ○ 1 1
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

知的財産法 1②・1④ 1 ○ 兼3
オムニバス・

メディア

－ 2 8 0 6 2 4 兼24

1② 1 ○ 2 2 オムニバス

1① 1 ○ 1 1
オムニバス
メディア

日本文芸原典研究 1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1 集中

1② 1 ○ 2 共同

1③④ 2 ○ 1 1 共同

－ 0 7 0 6 4 2

心理学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

心理学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

心理学特論Ⅲ 1① 1 ○ 1

心理学特論Ⅳ 1② 1 ○ 1

心理学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

心理学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

心理学特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1 2

心理学特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1 2

心理学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1 2

心理学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1 2

心理学特論演習Ⅴ 2① 1 ○ 1 2

心理学特論演習Ⅵ 2② 1 ○ 1 2

心理学特論演習Ⅶ 2③ 1 ○ 1 2

心理学特論演習Ⅷ 2④ 1 ○ 1 2

心理学研究法Ⅰ 1①② 2 ○ 1 3 共同

心理学研究法Ⅱ 1③④ 2 ○ 1 3 共同

1① 1 ○ 兼1

1② 1 ○ 兼1

福祉分野に関する理論と支援の展開Ⅰ 1③ 1 ○ 1 メディア

福祉分野に関する理論と支援の展開Ⅱ 1④ 1 ○ 1 メディア

教育分野に関する理論と支援の展開Ⅰ 1③ 1 ○ 1

教育分野に関する理論と支援の展開Ⅱ 1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

心
理
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

保健医療分野に関する理論と支援の展
開Ⅰ

司法・犯罪分野に関する理論と支援の
展開Ⅰ

保健医療分野に関する理論と支援の展
開Ⅱ

司法・犯罪分野に関する理論と支援の
展開Ⅱ

人
文
科
学
系

備考

コミュニティビジネス特論

地域づくり特論

現代心理学特論

別記様式第２号（その２の１）

研
究
科
共
通
科
目

大
学
院
共
通
科
目

授業形態

－

研究倫理

小計（10科目）

単位数 専任教員等の配置

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（人文社会芸術総合研究科　人文社会芸術総合専攻）

配当年次授業科目の名称

人文・社会の数理

地域共創特別演習（PBL) 

小計（６科目）

教育課程等の概要 - 5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

心理支援に関する理論と実践Ⅰ 2① 1 ○ 1

心理支援に関する理論と実践Ⅱ 2② 1 ○ 1

2③ 1 ○ 1

2④ 1 ○ 1

心の健康教育に関する理論と実践Ⅰ 2③ 1 ○ 1

心の健康教育に関する理論と実践Ⅱ 2④ 1 ○ 1

心理実践実習Ⅰ 1通 2 ○ 1 4 共同

心理実践実習Ⅱ 2通 2 ○ 1 4 共同

心理実践実習A 1通 2 ○ 1

心理実践実習B 1～2通 2 ○ 兼1

心理実践実習C 1～2通 2 ○ 3 兼1 共同

－ 0 46 0 2 3 5 兼1

課題研究Ⅰ 2①② 2 ○ 2 3 4

課題研究Ⅱ 2③④ 2 ○ 2 3 4

－ 4 0 0 2 3 4

思想文化科目群

哲学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

哲学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

哲学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

哲学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

哲学特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1

哲学特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1

哲学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1

哲学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1

人間学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

人間学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

人間学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

人間学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

人間学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

人間学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

人間学特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

人間学特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

人間学特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1 1

人間学特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1 1

人間学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1 1

人間学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1 1

歴史文化科目群

日本史学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

日本史学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

日本史学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

日本史学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

日本史学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

日本史学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

日本史学特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

日本史学特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

日本史学特論Ⅸ 1① 1 ○ 1

日本史学特論Ⅹ 1② 1 ○ 1

日本史学特論演習Ⅰ 1①・③ 1 ○ 1 1 1

－

特
別
研
究 小計（２科目）

家族関係・集団・地域社会における心
理支援に関する理論と実践Ⅰ

産業・労働分野に関する理論と支援の
展開Ⅰ

心理的アセスメントに関する理論と実
践Ⅰ

産業・労働分野に関する理論と支援の
展開Ⅱ

心理的アセスメントに関する理論と実
践Ⅱ

家族関係・集団・地域社会における心
理支援に関する理論と実践Ⅱ

－小計（39科目）

人
文
科
学
系

人
文
・
芸
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目
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日本史学特論演習Ⅱ 1②・④ 1 ○ 1 1 1

日本史学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1 1

日本史学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1 1

東洋史学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

東洋史学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

東洋史学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

東洋史学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

東洋史学特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1

東洋史学特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1

東洋史学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1

東洋史学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1

西洋史学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

西洋史学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

西洋史学特論Ⅲ 1① 1 ○ 1

西洋史学特論Ⅳ 1② 1 ○ 1

西洋史学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

西洋史学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

西洋史学特論Ⅶ 1① 1 ○ 1

西洋史学特論Ⅷ 1② 1 ○ 1

西洋史学特論Ⅸ 1① 1 ○ 1

西洋史学特論Ⅹ 1② 1 ○ 1

西洋史学特論演習Ⅰ 1①・③ 1 ○ 3 2

西洋史学特論演習Ⅱ 1②・④ 1 ○ 3 2

西洋史学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 2 2

西洋史学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 2 2

考古学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

考古学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

考古学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

考古学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

考古学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

考古学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

考古学特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

考古学特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

考古学特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 2

考古学特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 2

考古学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 2

考古学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 2

行動社会科目群

言語学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

言語学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

言語学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

言語学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

言語学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

言語学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

言語学特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

言語学特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

言語学特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1 1

言語学特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1 1

言語学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1 1

言語学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1 1

社会学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

社会学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

社会学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

社会学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

社会学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

社会学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1
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社会学特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

社会学特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

社会学特論Ⅸ 1① 1 ○ 1

社会学特論Ⅹ 1② 1 ○ 1

社会学特論演習Ⅰ 1①・③ 1 ○ 2 1

社会学特論演習Ⅱ 1②・④ 1 ○ 2 1

社会学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 2

社会学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 2

国際関係特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

国際関係特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

国際関係特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

国際関係特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

国際関係特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1

国際関係特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1

国際関係特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1

国際関係特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1

社会文化科目群

人文地理学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

人文地理学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

人文地理学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

人文地理学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

人文地理学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

人文地理学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

人文地理学特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

人文地理学特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

人文地理学特論Ⅸ 1① 1 ○ 1

人文地理学特論Ⅹ 1② 1 ○ 1

人文地理学特論演習Ⅰ 1①・③ 1 ○ 2 1

人文地理学特論演習Ⅱ 1②・④ 1 ○ 2 1

人文地理学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1 1

人文地理学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1 1

文化人類学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

文化人類学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

文化人類学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

文化人類学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

文化人類学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

文化人類学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

文化人類学特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

文化人類学特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

文化人類学特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1 1

文化人類学特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1 1

文化人類学特論演習Ⅲ 1① 1 ○ 1 1

文化人類学特論演習Ⅳ 1② 1 ○ 1 1

スポーツ文化史特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

スポーツ文化史特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

スポーツ文化史特論演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

スポーツ文化史特論演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

スポーツ人類学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

スポーツ人類学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

スポーツ人類学特論演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

スポーツ人類学特論演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

日本言語文化科目群

日本語学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

日本語学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

日本語学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

日本語学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1
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日本語学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

日本語学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

日本語学特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

日本語学特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

日本語学特論演習Ⅰ 1①・③ 1 ○ 1 1

日本語学特論演習Ⅱ 1②・④ 1 ○ 1 1

日本語学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1

日本語学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1

日本文学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

日本文学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

日本文学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

日本文学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

日本文学特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

日本文学特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

日本文学特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

日本文学特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

日本文学特論Ⅸ 1① 1 ○ 1

日本文学特論Ⅹ 1② 1 ○ 1

日本文学特論Ⅺ 1③ 1 ○ 1

日本文学特論Ⅻ 1④ 1 ○ 1

日本文学特論演習Ⅰ 1①・③ 1 ○ 2 1

日本文学特論演習Ⅱ 1②・④ 1 ○ 2 1

日本文学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1 1

日本文学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1 1

漢文学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

漢文学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

漢文学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

漢文学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

東アジア言語文化科目群

朝鮮言語文化特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

朝鮮言語文化特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

朝鮮言語文化特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

朝鮮言語文化特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

朝鮮言語文化特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

朝鮮言語文化特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

朝鮮言語文化特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

朝鮮言語文化特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

朝鮮言語文化特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 2

朝鮮言語文化特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 2

朝鮮言語文化特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 2

朝鮮言語文化特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 2

中国語学特論Ⅰ 1③ 1 ○ 1

中国語学特論Ⅱ 1④ 1 ○ 1

中国語学特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1

中国語学特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1

中国語学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1

中国語学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1

中国文学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

中国文学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

中国文学特論Ⅲ 1① 1 ○ 1

中国文学特論Ⅳ 1② 1 ○ 1

中国文学特論Ⅴ 1③ 1 ○ 1

中国文学特論Ⅵ 1④ 1 ○ 1

中国文学特論Ⅶ 1① 1 ○ 1

中国文学特論Ⅷ 1② 1 ○ 1

中国文学特論Ⅸ 1③ 1 ○ 1
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中国文学特論Ⅹ 1④ 1 ○ 1

中国文学特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 2 1

中国文学特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 2 1

中国文学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 2 1

中国文学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 2 1

英米言語文化科目群

英語学特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

英語学特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

英語学特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

英語学特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

英語学特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1

英語学特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1

英語学特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1

英語学特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1

英語文学特論Ⅰ 1① 1 〇 1

英語文学特論Ⅱ 1② 1 〇 1

英語文学特論演習Ⅰ 1③ 1 〇 1

英語文学特論演習Ⅱ 1④ 1 〇 1

英文学特論Ⅰ 1① 1 〇 1

英文学特論Ⅱ 1② 1 〇 1

英文学特論演習Ⅰ 1③ 1 〇 1

英文学特論演習Ⅱ 1④ 1 〇 1

イギリス言語文化特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

イギリス言語文化特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

イギリス言語文化特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

イギリス言語文化特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

イギリス言語文化特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

イギリス言語文化特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

イギリス言語文化特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

イギリス言語文化特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

イギリス言語文化特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1 1

イギリス言語文化特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1 1

イギリス言語文化特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1 1

イギリス言語文化特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1 1

アメリカ文化特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

アメリカ文化特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

アメリカ文化特論演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

アメリカ文化特論演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

アメリカ言語文化特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

アメリカ言語文化特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

アメリカ言語文化特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

アメリカ言語文化特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

アメリカ言語文化特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

アメリカ言語文化特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

アメリカ言語文化特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

アメリカ言語文化特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

アメリカ言語文化特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1 1

アメリカ言語文化特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1 1

アメリカ言語文化特論演習Ⅱ 1③ 1 ○ 1 1

アメリカ言語文化特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1 1

ヨーロッパ言語文化科目群

ドイツ言語文化特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

ドイツ言語文化特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

ドイツ言語文化特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

ドイツ言語文化特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

ドイツ言語文化特論Ⅴ 1① 1 ○ 1
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ドイツ言語文化特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

ドイツ言語文化特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

ドイツ言語文化特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

ドイツ言語文化特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1 1

ドイツ言語文化特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1 1

ドイツ言語文化特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1 1

ドイツ言語文化特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1 1

フランス言語文化特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

フランス言語文化特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

フランス言語文化特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

フランス言語文化特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

フランス言語文化特論Ⅴ 1① 1 ○ 1

フランス言語文化特論Ⅵ 1② 1 ○ 1

フランス言語文化特論Ⅶ 1③ 1 ○ 1

フランス言語文化特論Ⅷ 1④ 1 ○ 1

フランス言語文化特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1 1

フランス言語文化特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1 1

フランス言語文化特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1 1

フランス言語文化特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1 1

ロシア言語文化特論Ⅰ 1① 1 ○ 1

ロシア言語文化特論Ⅱ 1② 1 ○ 1

ロシア言語文化特論Ⅲ 1③ 1 ○ 1

ロシア言語文化特論Ⅳ 1④ 1 ○ 1

ロシア言語文化特論演習Ⅰ 1① 1 ○ 1

ロシア言語文化特論演習Ⅱ 1② 1 ○ 1

ロシア言語文化特論演習Ⅲ 1③ 1 ○ 1

ロシア言語文化特論演習Ⅳ 1④ 1 ○ 1

－ 0 276 0 27 20 4

芸術文化科目群

平面表現特別演習Ａ 1①② 2 〇 1

平面表現特別演習Ｂ 1③④ 2 〇 1

平面表現特別演習Ｃ 2①② 2 〇 1

平面表現特別演習Ｄ 2①② 2 〇 1

立体表現特別演習Ａ 1③④ 2 〇 1

立体表現特別演習Ｂ 1③④ 2 〇 1

立体表現特別演習Ｃ 2①② 2 〇 1

立体表現特別演習Ｄ 2①② 2 〇 1

像情報処理特論 1③ 2 〇 兼1

像情報処理特論演習 1④ 2 〇 兼1

デジタルアート特論演習Ａ 1③④ 2 〇 1

デジタルアート特論演習Ｂ 2①② 2 〇 1

漆工芸特別演習Ａ 1①② 2 〇 1

漆工芸特別演習Ｂ 1③④ 2 〇 1

漆工芸特別演習Ｃ 2①② 2 〇 1

漆工芸特別演習Ｄ 2①② 2 〇 1

木材工芸特別演習Ａ 1② 2 〇 1

木材工芸特別演習Ｂ 1③④ 2 〇 1

木材工芸特別演習Ｃ 2① 2 〇 1

金属工芸特別演習Ａ 1① 2 〇 1

金属工芸特別演習Ｂ 1③ 2 〇 1

金属工芸特別演習Ｃ 2① 2 〇 1

金属工芸特別演習Ｄ 2① 2 〇 1

材料共生学特論 1② 2 〇 1

材料共生学特論演習 1③ 2 〇 1

デザインマネジメント特論演習 2①② 2 〇 1

デザイン特別演習Ａ 1① 2 〇 1

小計（276科目） －

芸
術
文
化
学
系
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デザイン特別演習Ｂ 1③ 2 〇 1

デザイン特別演習Ｃ 2①② 2 〇 1

建築計画特論 1④ 2 〇 1

建築計画特論演習 2①② 2 〇 1

建築設計特論 1② 2 〇 1 1 オムニバス

建築設計特論演習Ａ 1①② 2 〇 1

建築設計特論演習Ｂ 1③④ 2 〇 1

建築設計特論演習Ｃ 2①② 2 〇 1 1 共同

構造設計特論 1③ 2 〇 1

構造設計特論演習 2①② 2 〇 1

働態学特論 1② 2 〇 1

働態学特論演習 1③ 2 〇 1

建築再生設計特論 1① 2 〇 1

建築再生設計特論演習 1③④ 2 〇 2 共同

建築設計実務実習Ⅰ 1休 6 〇 1 2 共同，集中

建築設計実務実習Ⅱ 1休 6 〇 1 2 共同，集中

建築設計実務実習Ⅲ 1休 2 〇 1 2 共同，集中

美学特論演習Ⅰ 1② 2 〇 1

美学特論演習Ⅱ 1③ 2 〇 1

伝統文化特論 1① 2 〇 1

伝統文化特論演習 1④ 2 〇 1

文化資源特論 1② 2 〇 1

文化資源特論演習 1④ 2 〇 1

風景資源特論 1③ 2 〇 1

風景資源特論演習 2① 2 〇 1

日本・東洋美術史特論 1① 2 〇 1

日本・東洋美術史特論演習 1③ 2 〇 1

現代美術特論 1① 2 〇 1

現代美術特論演習 1③ 2 〇 1

芸術文化学研究Ⅰ 1①② 2 〇 9 10 8

芸術文化学研究Ⅱ 1③④ 2 〇 9 10 8

－ 0 110 14 9 10 9 兼1

課題研究Ⅰ 2①② 2 〇 36 27 12

課題研究Ⅱ 2③④ 2 〇 36 27 12

－ 4 0 0 36 27 12

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ ※ 1 ※演習

1②④ 1 ○ ※ 1 ※演習

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

特
別
研
究 小計（２科目） －

共
創
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

地域社会学特論Ⅱ

社会調査法特論Ⅰ

社会調査法特論Ⅱ

地域の産業と企業特論Ⅰ

地域の産業と企業特論Ⅱ

計量経済学特論Ⅱ

発展科目

応用経済学特論Ⅰ

応用経済学特論Ⅱ

小計（58科目） －

基盤科目

現代経済理論特論Ⅱ

日本経済史特論Ⅰ

日本経済史特論Ⅱ

計量経済学特論Ⅰ

経
済
学
系

環境産業特論Ⅰ

政治経済学特論Ⅰ

政治経済学特論Ⅱ

現代経済理論特論Ⅰ

環境産業特論Ⅱ

地域社会学特論Ⅰ
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配当年次授業科目の名称

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ ※ 1 ※演習

1②④ 1 ※ ○ 1 ※講義

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

財政学特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

財政学特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

公共・政治経済学特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

公共・政治経済学特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

政治制度・政策過程特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

政治制度・政策過程特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

刑法特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

刑法特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

現代経済理論演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

現代経済理論演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

地域システム演習Ⅰ 1① 1 ○ 1

地域システム演習Ⅱ 1② 1 ○ 1

地域活性化演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

地域活性化演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1応用計量経済学演習Ⅰ

社会調査法演習Ⅱ

地域の産業と企業演習Ⅰ

地域の産業と企業演習Ⅱ

実践科目

政治経済学演習Ⅰ

地域経済のマクロ分析特論Ⅰ

地域経済のマクロ分析特論Ⅱ

中国対外経済政策特論Ⅰ

中国対外経済政策特論Ⅱ

社会保障特論Ⅰ

金融論特論Ⅰ

金融論特論Ⅱ

政治経済学演習Ⅱ

応用経済学演習Ⅰ

刑事法特論Ⅰ

刑事法特論Ⅱ

刑事訴訟法特論Ⅰ

刑事訴訟法特論Ⅱ

環境産業演習Ⅰ

環境産業演習Ⅱ

地域社会学演習Ⅰ

地域社会学演習Ⅱ

社会調査法演習Ⅰ

応用経済学演習Ⅱ

社会保障特論Ⅱ

応用計量経済学特論Ⅰ

応用計量経済学特論Ⅱ

金融の計量経済分析特論Ⅰ

金融の計量経済分析特論Ⅱ

日本経済史演習Ⅰ

日本経済史演習Ⅱ

中国対外経済政策演習Ⅰ

中国対外経済政策演習Ⅱ

社会保障演習Ⅰ

社会保障演習Ⅱ

計量経済学演習Ⅰ

計量経済学演習Ⅱ

国際経済学特論Ⅰ

国際経済学特論Ⅱ

地域経済のマクロ分析演習Ⅰ

地域経済のマクロ分析演習Ⅱ
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科目
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配当年次授業科目の名称

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

財政学演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

財政学演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

公共・政治経済学演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

公共・政治経済学演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

政治学・政策過程演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

政治学・政策過程演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

刑法演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

刑法演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

－ 0 92 0 14 9 1

基盤科目

1①③ 1 ○ 1

1②④ 1 ○ 1

経営組織特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

経営組織特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

マーケティング特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

マーケティング特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

財務会計特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

財務会計特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

情報システム特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

情報システム特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

発展科目

国際経営特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

国際経営特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

消費者行動特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

消費者行動特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

多国籍企業特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

多国籍企業特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

アントレプレナーシップ特論 1①③ 1 ○ 1

スポーツマネジメント特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

スポーツマネジメント特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

原価計算特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

原価計算特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

管理会計特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

管理会計特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

コストマネジメント特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

コストマネジメント特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

数理計画法特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

数理計画法特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

経営数学特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

経営数学特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

民法Ⅰ特論-A 1①③ 1 ○ 1

民法Ⅰ特論-B 1②④ 1 ○ 1

民法Ⅱ特論-A 1①③ 1 ○ 1

経
営
学
系

国際経済学演習Ⅱ

金融の計量経済分析演習Ⅱ

応用計量経済学演習Ⅱ

金融の計量経済分析演習Ⅰ

－小計（92科目）

国際経済学演習Ⅰ

刑事法演習Ⅰ

刑事法演習Ⅱ

金融論演習Ⅰ

金融論演習Ⅱ

刑事訴訟法演習Ⅰ

刑事訴訟法演習Ⅱ

経営学特論Ⅰ

経営学特論Ⅱ
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民法Ⅱ特論-B 1②④ 1 ○ 1

民法Ⅲ特論-A 1①③ 1 ○ 1

民法Ⅲ特論-B 1②④ 1 ○ 1

国際私法特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

国際私法特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

労働法特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

労働法特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

商法特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

商法特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

税法特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

税法特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

会社法特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

会社法特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

金融取引法特論Ⅰ 1①③ 1 ○ 1

金融取引法特論Ⅱ 1②④ 1 ○ 1

実践科目

経営組織演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

経営組織演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

組織と人材のマネジメント演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

組織と人材のマネジメント演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

国際経営演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

国際経営演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

マーケティング演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

マーケティング演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

消費者行動演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

消費者行動演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

多国籍企業演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

多国籍企業演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

情報システム演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

情報システム演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

スポーツマネジメント演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

スポーツマネジメント演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

原価計算演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

原価計算演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

管理会計演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

管理会計演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

財務会計演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

財務会計演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

コストマネジメント演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

コストマネジメント演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

数理計画法演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

数理計画法演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

経営数学演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

経営数学演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

民法Ⅰ演習-A 1③ 1 ○ 1

民法Ⅰ演習-B 1④ 1 ○ 1

民法Ⅱ演習-A 1③ 1 ○ 1

民法Ⅱ演習-B 1④ 1 ○ 1

民法Ⅲ演習-A 1③ 1 ○ 1

民法Ⅲ演習-B 1④ 1 ○ 1

国際私法演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

国際私法演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

労働法演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

労働法演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1
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商法演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

商法演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

税法演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

税法演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

会社法演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

会社法演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

金融取引法演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

金融取引法演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

－ 2 95 0 14 8 2

2①② 2 ○ 1

1① 2 ○ 1

1③ 2 ○ 1

2①② 2 ○ 1

1② 2 ○ 1

1④ 2 ○ 1

－ 0 12 0 1 3 1

課題研究Ⅰ 2①② 2 〇 28 10

課題研究Ⅱ 2③④ 2 〇 28 10

－ 4 0 0 28 10

－ 16 646 14 66 50 21 兼26

小計（97科目）

デザインマネジメント特論演習デ
ザ
イ
ン
系

デザイン特別演習Ａ

デザイン特別演習Ｂ

デザイン特別演習Ｃ

文化資源特論

学位又は称号

修士（心理学）
修士（文学）
修士（芸術文化学）
修士（経済学）
修士（経営学）

－

学位又は学科の分野
文学関係
美術関係
経済学関係

合計（590科目）

特
別
研
究 小計（２科目） －

小計（６科目） －

－

文化資源特論演習
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授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称

授業期間等修 了 要 件 及 び 履 修 方 法

４期

心理学プログラム【修士（心理学）】
大学院共通科目：必修科目２単位を含め４単位修得
研究科共通科目：２単位
心理学プログラム専門科目：①　20単位以上選択
　　　　　　　　　  　　　②　特別研究４単位必修
　計30単位以上修得

人文・芸術プログラム【修士（文学），修士（芸術文化学）】
大学院共通科目：必修科目２単位を含め４単位修得
研究科共通科目：４単位修得
○修士（文学）
　人文・芸術プログラム専門科目：
　　　　　　　　　　①　人文科学系から１つの科目群を選択し，
　　　　　　　　　　　　その中から８単位選択必修
　　　　　　　　　　②　①の単位を含め，人文科学系から12単位
　　　　　　　　　　　　以上選択
　　　　　　　　　　③　特別研究４単位必修
　計30単位以上修得

○修士（芸術文化学）
　　人文・芸術プログラム専門科目：
　　　　　　　　　　①　芸術文化学系の科目から芸術文化学研究
　　　　　　　　　　　　Ⅰ・Ⅱを含め，12単位以上選択
　　　　　　　　　　②　特別研究４単位必修
　計30単位以上修得

共創経済プログラム【修士（経済学），修士（経営学）】
大学院共通科目：必修科目２単位を含め４単位修得
研究科共通科目：４単位修得
○修士（経済学）
　共創経済プログラム専門科目：
　　　　　　　　　　①　経済学系の科目のうち，基盤科目から現代
　　　　　　　　　　　　経済理論特論Ⅰ・Ⅱもしくは政治経済学特
　　　　　　　　　　　　論Ⅰ・Ⅱを含む４単位以上，発展科目から
　　　　　　　　　　　　４単位以上，実践科目から２単位以上選択
　　　　　　　　　　②　他系科目及び他プログラム科目から４単位
　　　　　　　　　　　　以上選択
　　　　　　　　　　③　特別研究４単位必修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計30単位以上修得

○修士（経営学）
　共創経済プログラム専門科目：
　　　　　　　　　　①　経営学系の科目のうち，基盤科目から必修
　　　　　　　　　　　　２単位を含む４単位以上，発展科目から４
　　　　　　　　　　　　単位以上，実践科目から２単位以上選択
　　　　　　　　　　②　他系科目及び他プログラム科目から４単位
　　　　　　　　　　　　以上選択
　　　　　　　　　　③　特別研究４単位必修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計30単位以上修得

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間 ８週

90分
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講
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助

教
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1①・1③ 1 ○ 1 兼3
オムニバス・

メディア

科学技術と持続可能社会 1①・1③ 1 ○ 2 兼7
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

地域共生社会特論 1② 1 ○ 兼1

研究者としてのコミュニケーション：基礎と応用 1② 1 ○ 兼6
オムニバス・

メディア

アート・デザイン思考 1②・1④ 1 ○ 兼6
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

英語論文作成Ⅰ 1①・1③ 1 ○ 1 兼1 共同（一部）

英語論文作成Ⅱ 1②・1④ 1 ○ 1 兼1 共同（一部）

データサイエンス特論 1①・1③ 1 ○ 2 3 兼3
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

大学院生のためのキャリア形成 1①・1③ 1 ○ 兼2
オムニバス・
メディア・

共同（一部）

知的財産法 1②・1④ 1 ○ 1 兼2
オムニバス・

メディア

－ 2 8 5 3 0 0 0 兼29

1② 1 ○ 兼1

実験安全特論II 1② 1 ○ 兼1

1① 1 ○ 5 3 オムニバス

1② 1 ○ 3 5 オムニバス

1① 1 ○ 4 3 兼1 オムニバス

1② 1 ○ 4 3 1 オムニバス

1① 1 ○ 3 4 1 オムニバス

1② 1 ○ 7 2 オムニバス

1① 1 ○ 5 3 オムニバス

1② 1 ○ 3 3 1 1 オムニバス

1② 1 ○ 兼1 集中

1～2 1 ○ 2

1～2 2 ○ 2

1・2② 1 ○ 1

1・2③ 1 ○ 1

1・2② 1 ○ 1 隔年

1・2② 1 ○ 1 隔年

1① 1 ○ 2 共同・集中

1② 1 ○ 2 共同・集中

－ 1 19 0 34 27 3 1 0 兼2

情報科目群

 データ解析特論 1・2① 1 ○ 1

エージェントシステム特論 1・2④ 1 ○ 1

 視覚情報処理特論 1・2② 1 ○ 1

 医用超音波工学特論 1・2④ 1 ○ 1

 神経情報工学特論 1・2③ 1 ○ 1

 通信方式特論 1・2③ 1 ○ 1

 人工知能特論第１ 1・2① 1 ○ 1

 人工知能特論第２ 1・2② 1 ○ 1

 情報統計力学特論 1・2① 1 ○ 兼1

 量子情報処理特論 1・2② 1 ○ 1

　 計算生体光学特論 1・2① 1 ○ 1

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

大
学
院
共
通
科
目

研究倫理

小計（10科目） －

研
究
科
共
通
科
目

－

理工共同インターンシップⅠ

理工共同インターンシップⅡ

ファーマ・メディカルエンジニアリング概論Ⅰ

ファーマ・メディカルエンジニアリング概論Ⅱ

ファーマ・メディカルエンジニアリング実習I

ファーマ・メディカルエンジニアリング実習Ⅱ

実験安全特論I

数
理
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

自然科学社会実装概論（数学/情報工学）

自然科学社会実装概論（物理/応用物理学）

自然科学社会実装概論（化学/応用化学）

科学普及活動実習I

科学普及活動実習II

小計（19科目）

自然科学社会実装概論（生物/生命工学）

自然科学社会実装概論（地球生命環境科学）

自然科学社会実装概論（マテリアル）

自然科学社会実装概論（都市・交通デザイン学）

自然科学社会実装概論（クリーンエネルギー）

ロジカルシンキング

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学研究科　理工学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

　 臨床情報医工学特論 1・2② 1 ○ 1

数理科目群

 代数学特論Ａ１ 2③ 1 ○ 1

 代数学特論Ａ２ 2④ 1 ○ 1

 代数学特論Ｂ１ 1③ 1 ○ 1

 代数学特論Ｂ２ 1④ 1 ○ 1

 幾何学特論Ａ１ 1③ 1 ○ 1

 幾何学特論Ａ２ 1④ 1 ○ 1

 幾何学特論Ｂ１ 2① 1 ○ 1

 幾何学特論Ｂ２ 2② 1 ○ 1

 解析学特論Ａ１ 1① 1 ○ 1

 解析学特論Ａ２ 1② 1 ○ 1

 解析学特論Ｂ１ 2③ 1 ○ 1

 解析学特論Ｂ２ 2④ 1 ○ 1

 解析学特論Ｃ１ 1③ 1 ○ 1

 解析学特論Ｃ２ 1④ 1 ○ 1

 解析学特論Ｄ１ 2③ 1 ○ 1

 解析学特論Ｄ２ 2④ 1 ○ 1

 応用数理特論Ａ１ 1③ 1 ○ 1

 応用数理特論Ａ２ 1④ 1 ○ 1

 応用数理特論Ｂ１ 2③ 1 ○ 1

 応用数理特論Ｂ２ 2④ 1 ○ 1

 数学概論Ａ１ 1① 1 ○ 1

 数学概論Ａ２ 1② 1 ○ 1

 数学概論Ｂ１ 1① 1 ○ 1

 数学概論Ｂ２ 1② 1 ○ 1

 数学概論Ｃ１ 2① 1 ○ 1

 数学概論Ｃ２ 2② 1 ○ 1

 数学概論Ｄ１ 2① 1 ○ 1

 数学概論Ｄ２ 2② 1 ○ 1 1 オムニバス

 数理情報学コアＡ１ 1① 1 ○ 1

 数理情報学コアＡ２ 1② 1 ○ 1

 数理情報学コアＢ１ 2① 1 ○ 1

 数理情報学コアＢ２ 2② 1 ○ 1

プログラム共通科目

 数理情報学演習1 1② 1 ○ 14 8

 数理情報学演習2 1③ 1 ○ 14 8

 数理情報学演習3 1④ 1 ○ 14 8

 異分野研究体験（数理情報学） 2② 1 ○ 14 8

 数理情報学特別研究 1～2 10 ○ 14 6

－ 13 45 0 14 8 0 0 0 兼1

物理学科目群

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

物
理
学
・
応
用
物
理
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

　素粒子物理学IB

　素粒子物理学IIA

　素粒子物理学IIB

　低温物理学A

　低温物理学B

　場の量子論IA

　場の量子論IB

　素粒子物理学IA

　場の量子論IIA

　場の量子論IIB

－小計（49科目）

数
理
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1 隔年

1② 1 ○ 1 隔年

1① 1 ○ 1 隔年

1② 1 ○ 1 隔年

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1① 1 ○ 1 隔年

1② 1 ○ 1 隔年

1① 1 ○ 1 隔年

1② 1 ○ 1 隔年

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

応用物理学科目群

1① 1 ○ 1 1 1 共同

1② 1 ○ 1 共同

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 2 1 オムニバス

1③～④ 1 ○ 11 9 2 2

1①～④ 4 　 ○ 5 6 集中・共同

1①～④ 4 ○ 5 6 2 集中・共同

　物理学・応用物理学特別研究 1～2 10 ○ 11 9 1

－ 10 55 0 12 11 2 3 0

　放射線生物工学特論 1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1 1 共同

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

物
理
学
・
応
用
物
理
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

　物理学・応用物理学実践演習

　研究室インターンシップ

　構造物性工学特論

　大気物理学特論B

　凝縮系物理学A

　雪氷学特論B

　物理学・応用物理学技法A

プログラム共通科目

　流体物理学A

　流体物理学B

　光分子科学A

　組織制御工学特論

　物性制御工学特論

　鉄鋼材料工学特論

　電子デバイス工学特論Ⅰ

　電子デバイス工学特論Ⅱ

　通信システム特論Ⅰ

　電子物性工学特論Ⅱ

　多体問題A

　原子分子物理学B

　量子エレクトロニクスA

　重力波物理学IIA

　重力波物理学IIB

　多体問題B

　分光学A

　分光学B

　原子分子物理学A

　物理学・応用物理学技法B

　計算材料工学特論

　量子エレクトロニクスB

　重力波物理学IA

　重力波物理学IB

　放射光物理A

　放射光物理B

　凝縮系物理学B

　不規則系物理学A

　不規則系物理学B

　光分子科学B

小計（50科目） －

生命工学科目群

　生命有機化学特論

　神経システム特論

　雪氷学特論A

生
命
・
物
質
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

　代謝工学特論

　薬理学・遺伝子工学特論

　タンパク質システム工学特論

　医療生命工学特論

　プロセスシステム工学特論

　生体情報工学特論

　大気物理学特論A
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1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③④ 1 ○ 1 1 共同

1③④ 1 ○ 1 1 1 共同

1③④ 1 ○ 1

1③④ 1 ○ 1

1③④ 1 ○ 1

1③④ 1 ○ 1

1③④ 1 ○ 1 1 共同

1③④ 1 ○ 1 1 共同

応用化学科目群

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

化学科目群

　光化学 1① 2 ○ 1

　分光化学I 2③ 1 ○ 1

　分光化学II 2④ 1 ○ 1

　溶液化学特論I 1③ 1 ○ 1

　溶液化学特論II 1④ 1 ○ 1

　構造無機化学I 1③ 1 ○ 1

　構造無機化学II 1④ 1 ○ 1

　生物無機化学I 1③ 1 ○ 1

　生物無機化学II 1④ 1 ○ 1

　固体有機化学I 1① 1 ○ 1

　固体有機化学II 1② 1 ○ 1

　有機合成化学I 1① 1 ○ 1

　有機合成化学II 1② 1 ○ 1

　有機金属化学I 1① 1 ○ 1

　有機金属化学II 1② 1 ○ 1

　生体機能化学I 1③ 1 ○ 1

　生体機能化学II 1④ 1 ○ 1

　生体分子工学特論I 1① 1 ○ 1

　生体分子工学特論II 1② 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

2① 1 ○ 1

2② 1 ○ 1

2① 1 ○ 1

2② 1 ○ 1

　生体高分子材料化学特論

　触媒材料化学特論

　放射線・同位体科学特論I

　クリーンエネルギー固体材料科学特論II

　放射線・同位体科学特論II

　生体材料医工学特論

　細胞物性工学特論

　遺伝情報工学演習

　再生医療工学演習

　錯体反応化学特論

　計算分子科学特論

　生物工学特論

　クリーンエネルギーナノ材料科学特論I

　クリーンエネルギーナノ材料科学特論II

　クリーンエネルギー固体材料科学特論I

　電気分析化学特論

　界面分析化学特論

生
命
・
物
質
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目 　生体情報薬理学演習

　タンパク質システム工学演習

　神経システム工学演習

　生命電子電気工学演習

　生体機能性分子工学演習

　触媒と表面科学特論

　応用微生物学演習

　生物反応工学特論

　分子固体物性特論

　環境分析化学特論

　コロイド・界面化学特論

　創薬工学特論
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1② 1 ○ 6 5 4 2
オムニバス・

共同

1③ 1 ○ 6 5 4 2 オムニバス

　化学特別実験 1② 2 ※ ○ 6 5 4 2
集中・共同

※講義

プログラム共通科目

2② 1 ○ 4 オムニバス

1～2 10 ○ 14 13 4 0

－ 10 65 0 17 15 5 7 0

1① 1 ○ 3 2 2 オムニバス

1② 1 ○ 4 2 1 1 オムニバス

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③ 2 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1・2 ①②③④ 1 ○ 7 4 1 集中

1・2 ①②③④ 1 ○ 7 4 1 集中

1③ 1 ○ 2 共同

1④ 1 ○ 2 共同

1・2③ 1 ○ 1

1・2④ 1 ○ 1

1・2① 1 ○ 1 1 オムニバス

1・2② 1 ○ 1 1 オムニバス

1・2③ 1 ○ 1

1・2④ 1 ○ 1

1・2① 1 ○ 1

1・2② 1 ○ 1

　異分野研究体験（生命・物質化学プログラム）

　水環境計測特論IV

　水圏化学特論

　化学海洋学

　気候変動解析学

　同位体地球化学特論

　環境微生物学特論A

　水環境計測特論Ⅰ

　水環境計測特論II

　水環境計測特論III

地球生命環境科学科目群

　環境科学特論B

　水環境計測特論I

　水環境計測特論Ⅲ

　最先端化学特論I

　最先端化学特論II

－

地
球
生
命
環
境
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
命
・
物
質
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

　微生物生態学特論B

　河川生態学特論

　生態系生態学特論

　環境微生物学特論B

　植物生態学特論

　植物生理生態学特論

　生物化学特論

　環境植物生理学特論

　生態学特論A

　環境科学特別講義Ⅰ

　環境科学特別講義Ⅱ

　地方創生環境学特論A

　地方創生環境学特論B

　比較内分泌学特論I

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

　環境科学特論A

　生態学特論B

　進化生物学特論

　微生物生態学特論A

　生命・物質化学特別研究

小計（64科目）

　比較内分泌学特論II

　雪氷学特論A

　雪氷学特論B

　大気物理学特論A

　大気物理学特論B

　古生物学特論A

　古生物学特論B

　時間生物学特論I

　時間生物学特論II

　総合病害虫管理学

　共生機能科学特論

　資源植物学特論I

　資源植物学特論II
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1・2③ 1 ○ 1

1・2④ 1 ○ 1

1・2① 1 ○ 1

1・2② 1 ○ 1

1・2② 1 ○ 1

1・2④ 1 ○ 1

1・2③ 1 ○ 1

1・2④ 1 ○ 1

1・2① 1 ○ 1

1・2② 1 ○ 1

1・2③ 1 ○ 1

1・2④ 1 ○ 1

1・2① 1 ○ 1

1・2③ 1 ○ 2 1 オムニバス

1・2④ 1 ○ 1 2 オムニバス

1・2③ 1 ○ 2 2 オムニバス

1・2④ 1 ○ 2 2 1 オムニバス

1② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1① 2 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 兼1

1④ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 3 1 共同

1② 1 ○ 3 1 共同

1④ 1 ○ 4 1 共同

1② 1 ○ 1 1 共同

1・2休 1 ○ 1 1 共同・集中

1④ 1 ○ 1

　地質学巡検 1・2休 1 ○ 1 集中

1① 1 ○ 1 2 共同

1④ 1 ○ 1 兼1 共同

地
球
生
命
環
境
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

　情報伝達物質化学特論I

　情報伝達物質化学特論II

　植物生産学特論

　分子遺伝学特論

　生物学特別実験

　植物科学特論I

　植物科学特論II

　動物科学特論I

　動物科学特論II

　地球電磁気学特論Ａ

　進化遺伝学特論I

　生体機能調節学特論I

　生体機能調節学特論II

　進化遺伝学特論II

　生態発生学特論I

　生態発生学特論II

　動物病態生理学特論I

　動物病態生理学特論II

　海洋気候学特論

　応用気象学特論

　火成岩岩石学特論

　火山学特論

　地球情報学特論

　鉱床学特論Ⅰ

　鉱床学特論Ⅱ

　進化古生物学Ａ

　地球電磁気学特論Ｂ

　地殻物理学特論

　地球内部物性特論

　地球内部物理学特論

　構造地質学

　日本列島形成史

　進化古生物学Ｂ

　地震地質学

リモートセンシング学特論

　地球雪氷学総論

　地球科学時系列データ解析演習

　地質学演習

　進化古生物学実習

　気象学特論

　気水圏情報処理特論Ａ

　気水圏情報処理特論Ｂ

　気水圏変動特論

　地球電磁気学実習Ａ

　地球電磁気学実習Ｂ
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1通 2 ○ 4 1 共同

1・2 ①②③④ 1 ○ 1 集中

1・2 ①②③④ 1 ○ 1 集中

プログラム共通科目

2①② 1 ○ 22 12 4 7 兼1

1①② 1 ○ 22 12 4 7 兼1

1③④ 1 ○ 22 12 4 7 兼1

2①② 1 ○ 22 12 4 7 兼1

2③④ 1 ○ 22 12 4 7 兼1

1～2 10 ○ 22 11 1

－ 10 98 0 22 12 4 7 0 兼1

1③ 1 ○ 1

 送配電工学特論 1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 16 11 7 8

1① 2 ○ 16 11 7 8

1② 2 ○ 16 11 7 8

1～2 10 ○ 15 11

－ 14 35 0 16 11 7 8 0

　異分野研究体験（地球生命環境科学）

地
球
生
命
環
境
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

 異分野研究体験（メカトロニクス）

－

 電力工学特論

 波動通信工学特論

　地球生命環境科学ゼミナールⅠ

　地球生命環境科学ゼミナールⅡ

　地球生命環境科学ゼミナールⅢ

　地球生命環境科学ゼミナールⅣ

　地球生命環境科学特別研究

小計（96科目）

エネルギー変換工学特論Ⅰ

エネルギー変換工学特論Ⅱ

システム制御工学特論Ⅰ

システム制御工学特論Ⅱ

　気水圏実習

　地球科学特別講義Ⅰ

　地球科学特別講義Ⅱ

 強度設計工学特論

 要素設計工学特論

 構造設計特論

 精密加工学特論

 塑性加工学特論

 流体工学特論

小計（38科目） －

センシング工学特論

 画像計測システム特論

ナノ機械システム特論

メカトロニクス特別研究

 環境数理解析特論

 機械システム知能学特論

ロボティクス特論

 自律システム工学特論

 制御機器特論

メカトロニクス特別演習Ⅰ

 流体力学特論

メカトロニクス特別演習Ⅱ

 通信システム特論Ⅰ

 構造物性工学特論

 弾性力学特論

 塑性力学特論

 生体計測工学特論

 神経系計測工学特論

 計測システム特論

 通信システム特論Ⅱ

 電子物性工学特論Ⅱ

 電子デバイス工学特論Ⅰ

 電子デバイス工学特論Ⅱ

 電子物性工学特論Ⅰ
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1④ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1 1 1 共同

1④ 1 ○ 1 1 共同

1④ 1 ○ 1 1 共同

1④ 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1 1 共同

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

異分野研究体験（マテリアル） 1④ 1 ○ 10 5 3

1③ 2 ○ 1 1 1 オムニバス

1③ 2 ○ 2 1 オムニバス

1③ 2 ○ 2 2
オムニバス・
共同（一部）

1③ 2 ○ 2 1 1
オムニバス・
共同（一部）

1③ 2 ○ 2 1 オムニバス

1③ 2 ○ 5 3 2
オムニバス・

共同

1④ 2 ○ 4 2 1
オムニバス・

共同

1② 2 ○ 10 5 3

1④ 2 ○ 10 5 3

1～2 10 ○ 10 5

－ 14 28 0 10 5 0 3 0

情報科学特論 1① 1 ○ 2 オムニバス

サイバーフィジカルシステム特論 1② 1 ○ 1

都市・交通データサイエンス特論演習 1③ 1 ○ 1 1

交通プロジェクトマネジメント特論 1② 1 ○ 1 1

自然災害学特論 1③ 1 ○ 1 1 オムニバス

工学的リスクマネジメント特論 1④ 1 ○ 1

連続体力学特論 1① 1 ○ 1

鋼構造特論 1② 1 ○ 1

土質力学特論 1② 1 ○ 1

地盤工学特論 1③ 1 ○ 1

耐震工学特論 1④ 1 ○ 2 1 オムニバス

水工学特論 I 1③ 1 ○ 1

水工学特論 II 1④ 1 ○ 1

コンクリート材料・構造特論 1③ 1 ○ 1

アセットマネジメント特論 1④ 1 ○ 1

都市・交通計画特論 1① 1 ○ 1 2
オムニバス・
共同（一部）

都市・地域計画特論 1③ 1 ○ 1

土木デザイン特論 I 1③ 1 ○ 1 1 オムニバス

土木デザイン特論 II 1④ 1 ○ 1 1 オムニバス

社会調査デザイン特論 1② 1 ○ 1

持続可能な社会に資する交通特論 1④ 1 ○ 1

総合交通政策とまちづくり実践特論 1③ 1 ○ 1

情報センシング特論 1① 1 ○ 1

時系列解析特論 1② 1 ○ 1

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

都
市
・
交
通
デ
ザ
イ
ン
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

マ
テ
リ
ア
ル
科
学
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

マテリアル科学工学特別研究

マテリアル科学工学特別演習I

マテリアル科学工学特別演習II

素形制御工学特論

グローバル先端材料特別演習II

材料プロセス工学特論Ⅱ

鉄鋼材料工学特論

計算材料工学特論

光機能材料工学特論

反応制御工学特論

軽量材料工学特論

組織制御工学特論

加工制御工学特論

機能制御工学特論

環境制御工学特論

物性制御工学特論

材料プロセス工学特論Ⅰ

小計（24科目） －

グローバル先端材料工学特論I

グローバル先端材料工学特論II

グローバル先端材料工学特論III

グローバル先端材料工学特論IV

グローバル先端材料工学特論V

グローバル先端材料特別演習I
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

数値シミュレーション特論 1③ 1 ○ 1

数値シミュレーション特論実習 1④ 1 ○ 1

空間統計特論 I 1③ 1 ○ ※ 1 ※演習

空間統計特論 II 1④ 1 ○ ※ 1 兼1
オムニバス

※演習

災害情報学特論 1④ 1 ○ 1

都市・建築環境特論I 1③ 1 ○ 1

都市・建築環境特論II 1④ 1 ○ 1

都市・建築設備特論I 1③ 1 ○ 1

都市・建築設備特論II 1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1 3 オムニバス

都市・交通デザイン学特別研究 1～2 10 ○ 6 5

－ 10 34 0 8 8 0 2 0 兼1

1① 2 ○ 1

2② 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1② 1 ○ 7 5 2

1① 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1② 2 ※ ○ 6 5 4 2
集中・共同

※講義

1③ 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

2① 1 ○ 7 5 2 1
オムニバス・
共同（一部）

2① 1 ○ 1

2② 1 ○ 1

2① 1 ○ 1

2② 1 ○ 1

2① 1 ○ 1

2② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 7 5 2

クリーンエネルギー演習II 2③ 1 ○ 7 5 2

2① 1 ○ 1

2② 1 ○ 1

2② 1 ○ 6 5 4 2
オムニバス・

共同

2③ 1 ○ 6 5 4 2
オムニバス・

共同

1～2 10 ○ 7 5 2

－ 12 29 0 8 7 4 2 0

－ 96 416 0 91 63 17 29 0 兼34

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

都
市
・
交
通
デ
ザ
イ
ン
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

先
端
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

異分野研究体験（先端クリーンエネルギー）

合計（415科目） －

学位又は称号

修士（数理情報学）
修士（理学）
修士（工学）
修士（理工学）

学位又は学科の分野 　理学関係、工学関係

インターンシップ

触媒と表面科学特論

最先端化学特論II

異分野研究体験（都市・交通デザイン学）

光化学

材料プロセス工学特論I

放射線・同位体科学特論I

放射線・同位体科学特論II

クリーンエネルギープラズマ科学特論I

クリーンエネルギープラズマ科学特論II

－

クリーンエネルギー固体材料科学特論I

クリーンエネルギー固体材料科学特論II

構造無機化学I

構造無機化学II

生物無機化学I

生物無機化学II

化学特別実験

計算分子科学特論

分光化学I

分光化学II

固体有機化学I

固体有機化学II

クリーンエネルギー特別研究

小計（30科目）

クリーンエネルギー電子材料学特論I

クリーンエネルギー電子材料学特論II

クリーンエネルギー演習I

クリーンエネルギーナノ材料科学特論I

クリーンエネルギーナノ材料科学特論II

最先端化学特論I

小計（35科目） －
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単位数 授業形態 専任教員等の配置

（数理情報学プログラム）
大学院共通科目から必修科目２単位及び選択科目２単位以上，研究科共
通科目から必修科目１単位及び自然科学社会実装概論８科目から２単位
を含む選択科目３単位以上，数理情報学プログラム専門科目から必修科
目である数理情報学特別研究１０単位、数理情報学演習３単位、及び選
択科目９単位以上（ただし，いずれか１つの科目群の中から５単位以上
選択。なお，４単位までは他プログラムの専門科目を含めることができ
る）。合計３０単位以上修得し，修士論文の審査に合格した場合に学位
を授与する。

（物理学・応用物理学プログラム）
大学院共通科目から必修科目２単位及び選択科目２単位以上，研究科共
通科目から必修科目１単位及び自然科学社会実装概論８科目から２単位
を含む選択科目３単位以上，物理学・応用物理学プログラム専門科目か
ら必修科目である物理学・応用物理学特別研究１０単位及び選択科目１
２単位以上（ただし，プログラム共通科目及びいずれか１つの科目群の
中から６単位以上選択。なお，４単位までは他プログラムの専門科目を
含めることができる）。合計３０単位以上修得し，修士論文の審査に合
格した場合に学位を授与する。

（生命・物質化学プログラム）
大学院共通科目から必修科目２単位及び選択科目２単位以上，研究科共
通科目から必修科目１単位及び自然科学社会実装概論８科目から２単位
を含む選択科目３単位以上，生命・物質化学プログラム専門科目から必
修科目である生命・物質化学特別研究１０単位及び選択科目１２単位以
上（ただし，いずれか１つの科目群の中から６単位以上選択。なお，４
単位までは他プログラムの専門科目を含めることができる）。合計３０
単位以上修得し，修士論文の審査に合格した場合に学位を授与する。

（地球生命環境科学プログラム）
大学院共通科目から必修科目２単位及び選択科目２単位以上，研究科共
通科目から必修科目１単位及び自然科学社会実装概論８科目から２単位
を含む選択科目３単位以上，地球生命環境科学プログラム専門科目から
必修科目である地球生命環境科学特別研究１０単位及び選択科目１２単
位以上（ただし，科目群から６単位以上選択。なお，４単位までは他プ
ログラムの専門科目を含めることができる）。合計３０単位以上修得
し，修士論文の審査に合格した場合に学位を授与する。

（メカトロニクスプログラム）
大学院共通科目から必修科目２単位及び選択科目２単位以上，研究科共
通科目から必修科目１単位及び自然科学社会実装概論８科目から２単位
を含む選択科目３単位以上，メカトロニクスプログラム専門科目からメ
カトロニクス特別研究１０単位を含む必修科目１４単位及び選択科目８
単位以上（４単位までは他プログラムの専門科目を含めることができ
る），合計３０単位以上修得し，修士論文の審査に合格した場合に学位
を授与する。

（マテリアル科学工学プログラム）
大学院共通科目から必修科目２単位及び選択科目２単位以上，研究科共
通科目から必修科目１単位及び自然科学社会実装概論８科目から２単位
を含む選択科目３単位以上，マテリアル科学工学プログラム専門科目か
らマテリアル科学工学特別研究１０単位を含む必修科目１４単位及び選
択科目８単位以上（４単位までは他プログラムの専門科目を含めること
ができる），合計３０単位以上修得し，修士論文の審査に合格した場合
に学位を授与する。

授業期間等

１学年の学期区分 4学期

8週

１時限の授業時間 90分

１学期の授業期間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法
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（都市・交通デザイン学プログラム）
大学院共通科目から必修科目２単位及び選択科目２単位以上，研究科共
通科目から必修科目１単位及び自然科学社会実装概論８科目から２単位
を含む選択科目３単位以上，都市・交通デザイン学プログラム専門科目
から必修科目である都市・交通デザイン学特別研究１０単位及び選択科
目１２単位以上（４単位までは他プログラムの専門科目を含めることが
できる），合計３０単位以上修得し，修士論文の審査に合格した場合に
学位を授与する。

（先端クリーンエネルギー学プログラム）
大学院共通科目から必修科目２単位及び選択科目２単位以上、研究科共
通科目から必修科目1単位、自然科学社会実装概論８科目から２単位を含
む選択科目３単位以上、先端クリーンエネルギー学プログラム専門科目
からクリーンエネルギー特別研究１０単位を含む必修科目１２単位及び
選択科目１０単位以上（４単位までは他プログラムの専門科目を含める
ことができる）、合計３０単位以上を修得し、修士論文の審査に合格し
た場合に学位を授与する。
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